
学びを止めない
－ゼロからスタートしたオンライン授業－

2020/03/26（金）
東京医療保健大学 和歌山看護学部
成人看護学（急性期）
吉田えり

【第29回】 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に
関するサイバーシンポジウム「教育機関DXシンポ」



2

COVID-19の動向 ー2020年2月12日ー 流行初頭

WHO COVID-19ダッシュボード.ジュネーブ：世界保健機構、2020.：https://covid19.who.int/

（最後確認引用：[2020/02/12]）.
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COVID-19の動向 ー2021年3月25日現在ー

WHO COVID-19ダッシュボード.ジュネーブ：世界保健機構、2020.オンラインで入手可能：
https://covid19.who.int/（最後確認引用：[2021/03/25]）.

約1年で、この拡大・そして続く・・・
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出発は、2020年3月・・・

■ ２月末、感染拡大を見据えた大学の方針が提示
■ ４月からのカリキュラムは予定通り実施
■ ３月、教室内で複数の学生が貸与PCを使用した場合
等、教務委員会の条件設定に基づき実証を重ねる
■ ４月から必要とされるであろうZoomの会議システム、
Google Classroom等、学部全体、あるいは領域毎に検討
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Zoomって？ Google classroomって？

■ 領域内で会議システムは必要と考えていた
■ 一方、Zoomそのものが分からない
■ 当時販売されてい書籍は現状のVer.とは合わない
■ Google Classroomの使い方が分からない
■ 使い方が書かれたkindle版をiPadへ
■ 書いている通りに授業運営のシミュレーションを重ねる
■ 対面で授業を実施するのが当たり前
■ 授業資料を配布するのが当たり前
■ レポートは紙媒体で提出するのが当たり前
⇒当たり前をオンラインで完結させるのは素晴らしい！
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４月からオンライン授業を開始

■ 学部では、ひとつの授業で教室を複数使う案もあった
■ 感染拡大に伴い、初講から全てオンライン授業を開始
■ 強み：貸与PCを学生全員が持っていた
■ 弱み：学生の通信環境様々
■ 目的・目標を達成するためにはどうすればいいのか
■ 担当する科目は急性期看護援助論
（周術期にある患者の看護）・・・映像やモデルの課題
⇒理想と現実のギャップを感じながら開始
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４月からの実践

■ 授業の資料はZoom用にPower Pointを改訂
■ 画像資料を増やす
■ 別刷り資料も用意（術前～術後の回復過程）
⇒古典的な対応
■ 若い教員はシミュレータと連携（動きの再現）
⇒適応が早い！
■ 質問はチャットで全体・個別ともに対応（教員間）
■ 資源の利活用は、学生・教員ともにそろわない
⇒大きな思い込み！
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学生・教員 既存の共通資源を活用

■ 学部では教室を複数使う案もあった
■

レポート提出・返却
窓口に活用

小テスト等
定期的に活用

試験に活用

常に使い
互いに慣れる
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学生が気づかせてくれたメリット・デメリット
メリットの例 デメリットの例

・回を重ねて資料が少なくなった ・印刷が多い

・資料をデータで整理できる ・課題が多い

・やることは多いが、共通資源が管理 ・時間割変更が多い

・PCの扱いに慣れてきた ・データ量が多い

・レジュメ画面を占有できる ・接続が途切れてしまう

・自分の好みに室温設定ができる ・PC操作が苦手

・通学時間が学習に充てられる ・アンケート：一度回答したら修正できない

・教科書を活用するようになった ・画面を見続け、目が疲れる（肩こり）

・自分の机に資料や教科書等広げられる ・友人と話せない 自分の勉強が不安

・感染を気にする機会が減る ・部屋が映ってしまう
⇒プライバシーに係る課題

⇒ハイフレックスへ
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全学連携で徐々に教育環境が整っていく

■ 早期にCOVID-19対策本部を設置
■ 全学・学部教務委員会のシームレスな活動・支援
■ 図書：オンライン書籍・ライセンス数をアップ
■ ICT活用授業支援員からの旬な話題提供（40回超）
■ 「遠隔授業だより」による教育手法等、全学で共有
■ 事務部：時間割の調整・非常勤講師の対応
■ 相互連携の中で、学生も教職員も成長
■ オンラインシミュレータ・学習用電子カルテ・LMSの導入
■ 学生とともに走り、結果、DX化が進む
■ １年の活動を活かし、HP上に学生支援動画をアップ
⇒ 支え：無理はしないで同じ形を目指さないこと
（熊本大学 教授：鈴木克明先生）



■ ご清聴ありがとうございます
■ この機会をくださった全ての方々へ感謝申し上げます


